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	応用
	抗原情報
	背景
	成長因子に対する細胞表面受容体の下流で作用し、アクチン細胞骨格、微小管アセンブリ、ラメリポディア形成、細胞接着、細胞移動および走化性の調節に役割を果たすチロシンタンパク質キナーゼ。EGFR、KIT、PDGFRAおよびPDGFRBの下流で作用します。EGFRの下流で作用して、NF-κBの活性化および細胞増殖を促進します。有糸分裂細胞周期の調節に役割を果たす可能性があります。インスリン受容体シグナル伝達経路およびホスファチジルイノシトール3-キナーゼの活性化に役割を果たします。活性化FCER1受容体の下流で作用し、肥満細胞におけるFCER1（高親和性免疫グロブリンイプシロン受容体）を介したシグナル伝達に役割を果たします。肥満細胞の脱顆粒の調節に役割を果たします。細菌性リポ多糖（LPS）に反応した白血球の動員および細胞外遊出に役割を果たします。 CTTN、CTNND1、PTK2/FAK1、GAB1、PECAM1、およびPTPN11をリン酸化します。JUPおよびPTPN1をリン酸化する可能性があります。PubMed:10878010およびPubMed:19159681によれば、STAT3をリン酸化できるものの、STAT3のリン酸化において明らかに重複した役割を果たしています。PubMed:11134346によれば、野生型FERをキナーゼ不活性変異体に置換した細胞では、STAT3のリン酸化が低下しません。TMF1をリン酸化します。アイソフォーム3はキナーゼ活性を欠いています。
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	全レーン：1:4000希釈のAnti-Fer抗体

